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第１回兵庫県電動車椅子サッカー協会 普及・育成事業 報告書 

  

兵庫県電動車椅子サッカー協会  

会長  加川 勇羽馬  

 

下記のとおり、事業の報告をいたします。 

 

記 

 

１ 名称     ブラインドサッカーから学ぶ戦術理解、電動車椅子サッカーのスキルアップ 

 

２ 目的     電動車椅子サッカーとブラインドサッカー（「ブラサカ」と略）は、ピッチでの 

        プレイヤーが少数であること、パスが平面であることやオフサイドがないルール 

               などの類似点が多い。このことから電動車椅子サッカーの普及と技術向上には、 

               ブラサカの戦術や練習方法の導入が効果的と考え、普及・育成を図る。 

 

３ 期日       平成28年２月７日（日）９：00～17：00 

 

４ 会場    兵庫県立障害者スポーツ交流館 

     〒651-2181 兵庫県神戸市西区曙町 1070 

       総合リハビリテーションセンター 障害者スポーツ交流館内 

     TEL：（078）927-2727（内線 3674） FAX：（078）927-8022 

 

５ 参加団体  ブラインドサッカーチーム 兵庫サムライスターズ／大阪ダイバンズ 

        HPFA登録３チーム セレッソ阪神／兵庫パープルスネークス／Red Eagles 兵庫 

 

６ 参加人数  77名（講師、審判員、HPFA会員、ボランティア等その他参加者） 

 

７ 成果と課題 

  成果としては、まず電動車椅子サッカーとブラサカの実際のプレーを観戦することで、ピッチ

 でのプレイヤーが少数であること、パスが平面であること、オフサイドがない等のルールが似て

 いることを確認できた。ブラサカ選手はアイマスクで視界を閉ざされた状態でも、選手同士で「ボ

 イ！」「パス」「逆サイ」などの短い言葉でお互いの居場所やプレーイメージを伝えて正確なパ

 スを繋げていた。どれだけ短い言葉でもしっかり主張すれば、味方選手に意図が伝わることを実

 感できた。ここから、コミュニケーションや声をかけ合うための工夫の大切さを学べた。また、

 ゴール裏にいる“ガイド”がアイマスクをしたプレイヤーにゴールの位置を伝えるため、ゴール

 に迫ってくると「８メートル！45度！」というように、具体的な数字を取り入れた指示を伝え、

 プレーヤーに現在位置を知らせたり、相手の人数やその位置情報を伝えたりして、プレイヤーが

HPFA 

Hyogo Powerchair Football Association 



 攻撃するためのヒントを与えていた。さらに、守備ではＧＫが、中盤では監督が様々な情報や指

 示を与えるガイドとなっていた。電動車椅子サッカーでも、練習時から具体的なコミュニケーシ

 ョン方法とその役割分担を取り入れた練習を実践していくことで、個人技術やチーム戦術の向上

 につながると考える。また、ブラサカ選手は試合でボールを持てば、味方選手と接触してもゴー

 ルまで運び、豪快にシュートを打っていた。電動車椅子サッカー選手も、勇気と積極的な姿勢を

 身につける必要性を感じた。  

  次に、ブラインドサッカー元日本代表監督 風祭喜一氏に講演をしていただいた。海外での試

 合経験や海外チームと対戦した経験から得た、「固定概念にとらわれない」「気持ちで負けるな

 い」など、力のこもったメッセージを伝えていただいた。同時に、世界で戦う厳しさを学ぶこと

 ができた。 海外では試合だけでなく、日本を出国して帰国するまでをトータルで考えることの

 大切さも学べた。 

  最後に、普及・育成事業を実施できたことで、初めて電動車椅子に乗る方にもプレイヤー体験

 をしていただけた。観戦だけでは伝わらないPKでの正確性と遠心力、スラロームでのスムーズで

 細かい操作など、難しさと魅力を伝えることができた。 

  課題としては、相互の協議を体験し、お互いの強化試合を観戦することで上記の成果は得られ

 たが、ブラサカ選手と関係者、電動車椅子サッカー選手と関係者がもっと意見交流を深める内容

 を盛り込めば、より目的の沿った成果が得られたのではないかと考える。 

  事業終了後に参加者全 員で集合写真を撮り、交流を深めることができたので、今後も相互が

 普及・育成と発展のために、継続した取組を続けていきたいと考えている。さらには、ブラサカ

 以外の障害者サッカーとつながりを持っていきたいと考えている。 

  今回の事業を通して、兵庫県電動車椅子サッカー協会の絆をより深めることができたと共に、

 参加されたブラサカの皆様からも同じ声を聞くことができた。普及・育成事業を開催してよかっ

 たと思えた取組となった。 

 

８ 記録写真 

                                                     

 
開会 

 
ブラインドサッカー体験 

 
ブラインドサッカー強化試合 

 
ブラインドサッカー元日本代表 

監督 風祭喜一氏 講演会 

 
電動車椅子サッカー体験 

 
閉会及び参加者全員での集合写真 

 


